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研究成果の概要（和文）：東南アジア各地の伝統医学で利用される薬用植物の有効性を検証するため、これら調
査や研究がようやく実施されるようになった。ミャンマー産およびインドネシア産薬用植物の効能の科学的根拠
を立証するため、118 種類のミャンマー産薬用植物の抽出エキスについて、抗インフルエンザ活性スクリーニン
グを行った。その結果、トウダイグサ科植物Jatropha multifida やリンドウ科植物Gentiana Kurroo など5 種
類の薬用植物エキスに強力な抗インフルエンザ活性が認められた。また、ミャンマー産シソ科植物Premna 
integrifoliaから新規メラニン形成阻害物質を見出した。

研究成果の概要（英文）：In Southeast Asia, a huge number of species live, scientific research on 
biological activity and active ingredients of natural resources has not been conducted.　Recently, 
in order to verify the effectiveness of the medicinal plants used in traditional medicine of 
Southeast Asia, phytochemical studies have been carried out. As a result, strong anti-influenza 
activity was observed in five kinds of medicinal plant extracts such as Jatropha multifida 
(Euphorbiaceae) and Gentiana Kurroo (Gentianaceae).New melanin inhibitors were also found in Premna 
integrifolia corrected in Myanmar.

研究分野： 天然資源
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
東南アジアをはじめ世界各地では現在でも伝統医学が治療に用いられている。近年、様々な伝統医学が世界保健
機構の認定を受けて、西洋医学の代替医療として注目されている。伝統医学はその地域に根ざした文化・生活・
習慣を背景に現在でも伝承されている地域遺産であり、今後も継承し続ける必要がある。しかしながら、治療効
果の科学的なエビデンスは欠如しており、経験に基づいた治療が行われているのが現状である。このことから科
学的根拠に基づいた伝統医学への転換するためにも本研究を遂行する意味がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 東南アジアは、ユーラシア大陸の南東部に位
置し、インドシナ半島やスンダ列島などの島嶼
部を含む広大な地域である。また、赤道に近い
ため、そのほとんどの地域が熱帯あるいは亜熱
帯気候に属している。このような地理的な特異
性を有しているため、世界でも有数の生物多様
性を示し、植物や動物、海洋生物など地球上の
生物種の約２０%がこの地域で占めていると
言う報告もある。実際に、東南アジアには 4 万
種以上の植物が棲息していることが確認され
ている。このうち、7,000～9,000 種の植物が薬
用植物と言われており、天然医薬用資源の宝庫
と言っても過言ではない。このことから、各地
域の薬用植物は伝統医学に用いられ、ミャンマ
ーではミャンマー伝統医学、ベトナムではトゥ
ーナン（Thu c Nam）、インドネシアではジャムゥ（Jamu）など独自に発展した伝統医学が継
承されている。近年、漢方薬をはじめとする様々な伝統医学が世界保健機構（WHO）の認定を
受けて、西洋医学の代替医療として注目されている。このこともあり、各国の伝統医療がプライ
マリーヘルスケアやセルフメディケーションの観点から見直されてきている。その中でも、漢方
薬や中医学などの有効性は作用機序の解明など研究が進展しているため一定の成果をあげてき
ている。しかしながら、未だ東南アジア伝統医学は経験と知識に頼った治療であり、また、薬用
植物の数が余りにも膨大なため、生物活性の作用メカニズムや有効成分などの科学的な調査や
研究がほとんど進んでいない。そのため、東南アジア伝承薬の科学的な有効性の検証はほとんど
されていない。また、近年、森林破壊や環境汚染などによる環境変化に伴い、貴重な薬用資源で
ある薬用植物の生育域の減少、あるいは絶滅の危機に瀕している。このようなことから、東南ア
ジア産薬用植物に着目し、これら薬用植物の薬効・効能の科学的根拠を立証だけではなく稀少な
薬用資源に含まれる有効成分の特定を急ぐ目的で、薬用植物の生物活性の評価、生物活性成分の
特定、及びそれらの作用機序の詳細を解明する。 
 
２．研究の目的 
 東南アジアは、腸チフスや赤痢、マラリアなど感染症が多い地域である。そのため、日本と比
較して、東南アジアは感染症による死亡率が未だに高い状態にある。近年、今まで観られなかっ
た感染症や一旦は廃れたものの再び現れた感染症、すなわち、新興再興感染症が問題になってい
る。東南アジアでも新興再興感染症の感染者数や死者数が急激に増加しており、特に、この地域
には観られなかったエイズ、高病原性鳥インフルエンザ、再び増加傾向にあるデング熱などのウ
イルス性感染症の罹患が深刻となっている。しかしながら、エイズなどのウイルス性感染症に関
しては、西洋医学での治療費も高額であることから、東南アジアでは再発防止・QOL の向上を
目的として伝統医学あるいは西洋医学との統合医療を行っているところも少なくない。このよ
うに、伝統医学はその地域に根ざした文化・生活・習慣を背景に現在でも伝承されている地域遺
産であり、今後も継承し続ける必要がある。しかしながら、治療効果の科学的なエビデンスは欠
如しており、経験に基づいた伝統医学から科学的根拠に基づいた伝統医学への転換点にきてい
る。そこで、ウイルス性感染症に効果がある東南アジア伝統医学に用いられる薬用植物に注目し、
これら薬用植物の抽出エキスについて抗ウイルス作用を検討するとともに、薬用植物由来の抗
ウイルス活性物質の探索、薬用植物及び活性成分の抗ウイルス作用メカニズムの解明研究を遂
行した。 
 
３．研究の方法 
①東南アジア産薬用植物エキスの抗ウイルス活性の評価 
 インドネシアやベトナム、ミャンマーなど東南アジア地域で採取・入手した数百種類の薬用植
物を当研究室では保有している。その中でも感染症に処方される薬用植物を MeOH などの有機溶
媒により抽出したエキスについて、以下の 2 種の抗ウイルス活性試験を用いて評価した。 
・抗インフルエンザ活性の評価 
 抗インフルエンザ活性試験は、イヌ腎臓尿細管上皮細胞（MDCK）に被験サンプルを添加して培
養する。その後、インフルエンザ A ウイルス(A/PR/8/34; H1N1)の存在下及び非存在下で MDCK
細胞を 3 日間、37°C で培養し、細胞の生存率を比較する。H1N1 ウイルスを加えた MDCK 細胞
は死滅するが、阻害物質がある場合、MDCK 細胞はウイルス感染を免れるために生存できる。こ
のアッセイ系を利用して、東南アジア産薬用植物について、抗インフルエンザ活性を評価した。 
・抗 Vpr 活性の評価 
 Viral Protein R (Vpr)は、ヒト免疫不全ウイルス I 型（HIV-1）に含まれるタンパク質で、
アクセサリー遺伝子の一種である。この遺伝子産物は、アミノ酸 96 残基で 14 kD の小さなタ
ンパク質であるが、転写活性化、細胞周期の G2 期停止、細胞の分化、アポトーシス誘導、スプ
ライシング阻害など多様な機能を有している。これら多様な機能が HIV-1 ウイルスの増殖やエ



イズの病態に関与しているといわれている。最近、Vpr はガンの増殖や認知症にも関与している
ことが報告されている。このことから、Vpr の機能を抑制する化合物は、エイズやガン、認知症
の新たな治療薬開発の手掛かりになると期待されている。本研究室では、Vpr を異種発現させた
ヒト子宮ガン細胞（HeLa）を使った抗 Vpr 活性試験を構築している。このアッセイ系を利用し
て、東南アジアの薬用植物エキスについて、抗 Vpr 活性を評価した。 
 
②東南アジア産薬用植物由来の抗ウイルス活性物質の特定 
 抗インフルエンザ活性や抗 Vpr 活性が認められた東南アジア産薬用植物エキスについては、
抗ウイルス活性の結果を指標にシリカゲルカラムや HPLC など各種クロマトグラフィを駆使し
て、分画・精製を行って（新規）活性成分を特定する。また、得られた抗ウイルス活性物質につ
いては、NMR や MS スペクトルなどの各種スペクトルデータを詳細に解析することにより、活性
物質の化学構造を決定する。 
 
③抗インフルエンザ活性の作用メカニズムの解明 
 インフルエンザウイルスは、ウイルスによる宿主細胞への吸着→侵入→脱殻→ゲノム複製→
粒子再構成→放出という生活環を持つ。タミフルなどのノイラミニダーゼ阻害薬は、ウルスの細
胞外への放出を抑制する。また、M2 タンパク阻害薬であるアマンタジンは脱殻の段階を阻害す
る。このように、様々なウイルス増殖における過程を阻害する物質が発見できれば、新たな抗イ
ンフルエンザ薬の開発が期待できる。そこで、東南アジア産薬用植物のエキス及び得られた活性
化合物について、インフルエンザウイルスの生活環の中のどの段階を阻害しているか明らかに
していく目的で、抗インフルエンザ活性の作用点及び作用機序の解明を進めていく。 
 
４．研究成果 
 Jatropha multifida Linn.は，トウダイグサ科に属し，アジアやアフリカの熱帯地域に分布し
ている。ミャンマーでは，この植物の全草は”Say-ma-khan”と呼ばれ，発熱や消化不良，皮膚
感染症などの治療に用いられている。この植物の茎部のエタノール抽出物から調製した各溶媒
溶出画分について，イヌ腎臓尿細管上皮細胞（MDCK）及びインフルエンザ Aウイルス(A/PR/8/34; 
H1N1)を使用した抗インフルエンザ活性試験を行った。その結果，水溶出部にウイルスの感染を
阻害する効果が認められた。このことは，インフルエンザ生活史において吸着から脱殻までを阻
害することを示唆していた。一方，被験サンプルとインフルエンザ Aウイルスを同時に添付した
場合，クロロホルム画分と作用させた群ではウイルス感染している細胞数が減弱していた。この
ことから，クロロホルム画分はウイルスの細胞内での増殖を抑制しており，ゲノム複製から放出
までの増殖過程を阻害することが指示された。これらの結果から，J. multifida にはウイルス
の感染及び増殖を抑制する阻害活性メカニズムの異なる化合物の存在が推測された。現在，この
植物由来の抗ウイルス活性物質の特定が進めている。 
 フトモモ科植物 Baeckea frutescens は，東南アジア，オーストラリアや中国南部に広く分布
するフトモモ科に属する低木である。この植物の葉部はインドネシア，マレーシアやタイでは，
リューマチや解熱のために使われる伝統生薬である。インドネシア伝統医学である Jamu では，
B. frutescens の葉部は，”Jungrahab”と呼ばれている。この植物の生物活性物質を特定するた
めに，この植物の葉部の抽出物から精製を行ったところ，11 種の新規フロログルシノール
baeckenone A (1)−K (11) 及び 3種の新規関連類縁体 frutescencenone A (12)−C (14) を見出
した。その中で，baeckenone F (6), J (10), K (11) および frutescencenone A (12) にヒト
肺がん細胞 A549 及びヒト膵臓ガン細胞 PSN-1 に対して，強い細胞増殖抑制作用を示した。 
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Plectranthus scutellarioides は，インドネシア，インド，中国南部，オーストラリアに広く
分布するシソ科植物である。インドネシアでは，この植物の葉部は，“Daun iler”と呼ばれ，腰
痛，皮膚疾患や婦人病の治療によく用いられる生薬である。そこで，インドネシア産 P. 
scutellarioides の葉部からクロロホルム抽出エキスを調製し，順相及び逆相カラムクロマトグ
ラフィーなど各種クロマトグラフィーにより，3 種の新規アビエタン型ジテルペノイド
spiroscutelone A (15)−C (17)を単離した。これら化合物の構造は NMR や MS などの機器分析デ
ータを解析して決定した。特に，化合物 15は B環と C環にシクロブタン環が存在する新規骨格
を有するアビエタン型ジテルペノイドであった。また，これら新規化合物は数種のヒトがん細胞
に対する細胞毒性試験を行ったところ，spiroscutelone B は中程度の細胞増殖抑制効果を示し
た。 
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